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基本的欲求については，各グループでテ ーマをもってグループ学習をする。方法は ，ヴァ ー
ジニア ・ヘンダーソンの「看護の基本となるもの」を読んで欲求を繭たす働きかけが看護であ
るとしている著者の看護観にふれ，患者の把握を系統的に行うのに役立てた。 14項目をグルー
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2つの目的についてその自己評価が，普通以下と答えたものをみると， 10人が基本的欲求の
把握の方が難しかったといっている。
2) 受持患者とのコミュニケーショ ンが ，とれたと 感 じたのは， 1から 2日目37.8%, 3か
ら4日目48.8%, 4日目以後 8.5%，実習期間内にとれなかった者 4.9％である。したがって，
基礎実習期間内に， 95.1％の者がコミ ュニケーシ ョンがとれたといえる。
8から 4日目でとれたとする40人の受持患者についてみると，付添のいる者21人， 意識レベ
ル低下患者はなしであった。 4日目以後にとれたとする 7人についてみると，付添のいる者6人，意識









24.0%，コ ミュ ニケーション22.8%，信仰13.4％であった。生活の充実感，コミュニケーシ ョ
ン，信仰は学内での体験学習が難しい項目である。
次に多いものは，排泄 8.5%，呼吸 7.3%，安全 6.1％である。これらの項目は ，患者 1人
1人により 看護者の自己判断が要求される項目である。
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